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地域住民と行政の協力による福祉の充実
支え合い  助け合いのまち

第60号

社協…社会福祉協議会の略称です。
しゃきょう

この広報紙は赤い羽根共同募金の配分により発行しています。

しゃ きょう

しんじょう

　５月28日（木）に新庄市立八向中学校の全校生
徒28名と地域の皆さん10名が昔の遊びを通じた
交流を行いました。
　けん玉、独楽、竹とんぼ、羽根つき、お手玉、
あやとり、折り紙を行い、生徒と地域の方の双方
から笑顔と笑い声があふれるひとときとなりまし
た。
　５月30日（土）は新庄志誠館高校にて新庄・最
上ジモト大学の学習ワークショップの一環として、
認知症サポーター養成講座を開催しました。グ
ループワークなどの学習を通して認知症に関する
理解を深める機会となりました。

昔遊びでつながる笑顔の輪
～地域の皆さんと生徒が一緒に楽しんだ、心あたたまる交流の時間～

新庄志誠館高校での
認知症サポーター養成講座

新庄市立八向中学校
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赤い羽根共同募金のお願い

　今年も10月1日より、「赤い羽根共同募金」運動
が始まります。
　共同募金運動は、誰もが安心して暮らせるまちづ
くりのための助け合い活動です。
　皆様からお預かりした善意の募金は、地域で支援
を必要とする高齢者や障がいのある方々、福祉施設
や福祉団体、児童の健全育成支援などに活用させて
いただいております。
　今年も皆様の温かいご支援を
よろしくお願い申し上げます。

皆様のご厚意が、
　様々な福祉活動で
　  役立てられています
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１．新庄市地域福祉計画・新庄市地域福祉活動計画の策定
　新庄市と連携し、第３期地域福祉計画・第４期地域福祉計画の最終年度として、これまでの取り組みを

検証し、地域課題の把握と施策の見直しを進めます。次期計画の策定に向けて、計画推進委員会での議論

を重ねながら、地域福祉の今後の方向性を共有し、より良い地域づくりに向けた基盤を整えます。

２．法人後見事業の開始に向けた準備の推進と権利擁護体制の整備
　意思決定が困難な高齢者や障がい者の増加を踏まえ、福祉サービス利用援助事業の受け皿となる法人後

見事業の開始に向けて体制整備を進めます。後見業務に係る財源確保については行政機関と協議を行い、

中核機関として期待される役割を果たせるよう、職員の専門性の向上と関係機関との連携強化に取り組み

ます。

３．災害に強い地域づくりに向けたBCPの実効性向上と災害支援体制の強化 
　近年の災害リスクの高まりを受け、ＢＣＰ（事業継続計画）の実効性を高めるための研修や訓練を継続

的に実施し、職員の対応力向上を図ります。また、災害発生時に迅速に災害ボランティアセンターを設

置・運営できるよう、関係機関との連携を強化し、地域住民が安心して復旧・復興に取り組める支援体制

を整備します。 

４．分かりやすい情報発信の推進 
　地域住民と課題を共有し解決を図るため、広報誌（社協だより・おしらせ版）と、ホームページやＳＮ

Ｓ（フェイスブック、インスタグラム、エックス）を組み合わせた多面的な情報発信を強化します。地域

住民が必要な情報を迅速に受け取れるよう、分かりやすくタイムリーな発信体制を整備します。 

５．地域住民がつながり、支え合う地域共生社会の推進 
　地域住民同士のつながりを深めるため、世代や立場を超えて交流できる機会を創出します。その取り組

みの一つとして、福祉イベント『オレンジ市場 つながるフェスタ IN 新庄』を開催し、手作り品販売、体

験ブース、ステージ企画などを通じて、誰もが気軽に参加しやすい“つながりの場”を提供します。併せ

て、学校と連携した福祉教育を推進し、認知症サポーター養成講座やスポーツ交流を通じて、地域福祉へ

の理解と参加意識を高めます。

赤い羽根共同募金のお願い
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。
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令和8年度  重 点 目 標令和8年度  重 点 目 標

　令和８年度の会費納入（一世帯当たり800円）に
つきまして、市民の皆様から多大なるご協力をいた
だきまして、心よりお礼申し上げます。
　皆様からの会費は、地域福祉活動を支えるための
貴重な財源として有効に活用させていただきます。
　社協は「誰もが安心して暮らせる福祉のまちづく
り」を目指し、在宅福祉や地
域福祉の諸活動を市民の皆様
と協働により充実させてまい
りますので、今後ともご理
解・ご協力の程よろしくお願
い申し上げます。

社協会費を納入いただき
　 ありがとうございました

収入合計
295,019,987円

前年度繰越金 17,686

寄付金 1,199,923
会費 7,472,400

経常経費補助金
  17,118,019

受託金
 148,293,536

貸付事業 504,000
利用料 943,700

前年度繰越金 9,682,481
サービス区分間繰入金 12,580,000
拠点区分間繰入金 16,005,545
積立資産取崩収入 10,257,710
その他の収入 2,876,214
受取利息配当金 291,693
障害福祉サービス等 7,027,250
介護保険 60,767,516

法人･地域福祉事業
　150,325,501

（単位：円）

（単位：千円）

介護等支援事業
　64,609,301

老人福祉センター
運営事業
　152,630

地域包括支援センター
運営事業
　79,932,555

会費 7,452
寄付金 200
補助金 12,405

受託金
 175,390

貸付事業 999

サービス区分間繰入金 8,936
拠点区分間繰入金 19,679
積立資産取崩収入 13,320
受入れ研修費 14
受取利息配当金 14
雑収入 2,089
利用料 800
総合事業 5,250
障害福祉 4,656
介護予防 20,031
介護保険 29,206
共同募金配分金 5,663

法人運営･地域福祉事業
　174,808
 （うち共同募金
　 配分事業6,023千円）

介護等支援事業
　57,898

旧老人福祉センター
運営事業 406

地域包括支援センター
運営事業 90,678

令和８年度  予算のあらまし

令和７年度  決算のあらまし 支出の部収入の部

支出の部収入の部

支出合計
295,019,987円

収入合計
323,790千円

支出合計
323,790千円
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○連絡調整育成指導事業
　補助金交付　３団体
○生活福祉資金貸付事務事業
　貸付件数　５件
○新庄市善意銀行事業
　貸付件数　26件
　援護事業
　フードバンクの提供　21世帯
　心配ごと相談事業
　一般相談　82件　弁護士相談　54件
○福祉サービス利用援助事業
　利用者23名　相談件数281件
○福祉教育の推進
　萩野学園、本合海小、新庄小、八向中、升形小、
　日新小、神室産業高、新庄北高、新庄南高
　社会福祉協議会表彰事業
　会長表彰　３名　会長感謝状　４名１団体

マークの事業は共同募金の配分を受けて実施

令和７年度  事業報告

地域福祉

　第32回会長杯公式ワナゲ大会
　参加人数　118名　20チーム
　愛のひと声運動事業
　利用者　26名　延回数2,726回
○敬老会支援事業
　開催地区　９地区　参加者473名
○地域ふれあいサロン
　実施地区　31か所　参加延数7,968名
　高齢者世帯等除雪支援事業
　実施回数　13回　活動団体数　９団体
　ボランティア延べ人数　100名　
　元気・ハツラツ予防体操
　実施回数　25回　参加者472名

高齢者福祉

○赤い羽根共同募金
○歳末たすけあい募金

5,716,470円
1,873,620円

共同募金

○放課後児童クラブ４か所の運営
・日新放課後児童クラブ　 12,217人（利用者延数）
・萩野放課後児童クラブ　　7,767人
・新庄放課後児童クラブ　　8,599人
・明倫放課後児童クラブ　 11,161人
　児童遊び場整備事業
　遊具修繕　４地区　原材料支給　15地区

　ボランティア活動推進事業
○｢チョキボラ」との協働
○新庄市総合防災訓練への参加
○最上地域社会福祉協議会災害ボランティア
　センター運営研修会の開催
〇ボランティアの登録
○ボランティア活動に関わる保険加入の
　受付業務、活動団体把握

児童福祉

○総合相談　11,209件
○介護予防ケアプラン作成　4,366件
　　　　　　  ※内包括作成 1,301件
○終活に関する研修会の開催
○介護支援専門員資質向上連絡会

○オレンジ市場の開催
○オレンジカフェ（認知症カフェ）
○認知症サポーター養成講座
○いきいき百歳体操の支援
○自立支援型新庄市地域ケア会議

地域包括支援センターの運営

ボランティア活動

オレンジカフェ認知症キッズサポーター養成講座

放課後児童クラブの子ども達

○介護支援事業
○介護予防ケアプラン
○要介護認定調査

1,398件
503件
164件

○訪問介護事業
○障がい者自立支援事業
○ひまわり介護サービス事業
○福祉有償運送サービス事業

557件
96件
88件
244件

もみの木介護支援事業所 もみの木訪問介護事業所

主要な実施事業を紹介いたします

福祉教育

会長杯ワナゲ大会

地域ふれあいサロン交流会

除雪ボランティア

学生によるボランティア活動
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地域でオレンジ市場を開催しました！
　障がい福祉サービス事業所の、物品販売や認知症に関する取り組みを行うオレンジ市場を開催
しました。地域の方が楽しく交流しながら、お菓子や総菜、手作りの小物などを購入しました。

た
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！
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催
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‼

地
域
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主
役
と
な
り
、お
互
い
の
個
性
を
認
め
合
え
る「
地

域
共
生
社
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」の
実
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を
目
的
と
し
た
福
祉
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

社会福祉協議会

ボランティアセンターからのお知らせ

オレンジ市場 つながる フェスタ IN 新庄 への参加予定団体オレンジ市場 つながる フェスタ IN 新庄 への参加予定団体

神室産業高等学校 萩野地区公民館

〇障がい福祉：すぎのこハウス、アシスト、きずな、さくらはうす、大樹、友愛園、から揚げ十兵衛、JUJUマルシェ
〇団体：フリースペースまちかどカフェたまりば、アベルんち、新庄おさがりひろば、nicoこえ、チームオレンジにっこり
〇学校：新庄神室産業高等学校、東北農林専門職大学附属農林大学校、東北農林専門職大学
〇ボランティア：新庄東高等学校（みつばち）、しずく　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　 （順不同）

災害ボランティア事前登録について

皆様のあたたかいご厚意に感謝申し上げます

放 課 後 児 童 ク ラ ブ か ら の お 知 ら せ

　新庄市災害対策本部が設置される大規模な災害が発生した際などに、ボランティアとして救援活動

しようとする方・団体の事前登録を行います。事前登録を行うことにより、災害時におけるボランティ

ア活動を円滑かつ効果的に推進することを目的とします。

多くの方の登録により、災害に強い地域を共につくりましょう。詳細はこちらから→

●月　　給　１７０,４００円
●加入保険　社会保険、雇用保険、労災保険
●採用期間　採用日から令和９年８月３１日まで
●募集人数　１名
●勤務場所　日新放課後児童クラブ
　※詳細は、ハローワーク求人情報をご確認ください。

●共立社新庄生協　様‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
●新庄べにばな歌謡サークル　様‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
●荒澤裕子 昭和に歌うさなぶりチャリティーコンサート　様‥‥‥‥
●ファミリーマート　様‥‥‥‥‥‥食料品（十日町店1.115㎏・常葉町店3.04kg・千門町店4.849㎏）
●信夫　良一　様‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥食料品１２点
●匿名　様‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１００,０００円
●匿名　様‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥食料品４２点、お菓子２３点

共立社新庄生協　様

食料品（COOP商品8品目145点）
２６,４３５円
３０,０００円

臨時職員を募集(産休代理)しています。

令和８年３月３日～令和８年７月３日まで

急募
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　　  新庄市社会福祉協議会
　　  もみの木訪問介護事業所
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ここです

新　庄
税務署

社協案内図

西松屋

セブンイレブン

新
庄
年
金

事
務
所

■
｢社
協
だ
よ
り
」
第
60号

（
令
和
８
年
７
月
発
行
）

■
発
行
／
新
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
新
庄
市
五
日
町
字
宮
内
240番

地
2　
TEL.22-5797  FAX.22-0820　

　
　
　
　
■
印
刷
／
㈱
新
庄
印
刷

再生紙・植物油インキを使しています。

新庄市社会福祉協議会（社協）事務局
TEL.22-5797  FAX.22-0820
もみの木訪問介護事業所
TEL.22-5790  FAX.22-0820

地域包括支援センター
TEL.28-0330  FAX.28-0331
もみの木介護支援事業所
TEL.28-7345  FAX.28-7346

▼問い合わせ・申し込み先▼

本会の現況報告書、計算書類等については、独立行政法人福祉医療機構（WAM NET）が
運営する「社会福祉法人の財務諸表等開示システム」で閲覧できます。

敬老会の費用の一部を助成します

賛 助 会 員 を 募 集 し て お り ま す

賛助会員　年額 2,000円以上

　高齢者や知的・精神障がい者などで、福祉サービスを利用したいけれどよくわからない方、お金
の管理や引き出しができないなど日常生活に不安のある方が、安心して暮らせるよう、福祉サービ
スを利用する際のお手伝いや金融機関での払い戻し、公共料金などの支払いなどをお手伝いする
「福祉サービス利用援助事業」を行っています。その、お手伝いを担っていただく「生活支援員」
を募集しております。

　賛助会員とは、新庄市社会福祉協議会が行う事業にご賛同いただき、活動を財政面で支えていた

だく社会福祉関係者、団体及び個人、会社のことです。ご賛同いただいた賛助会費は、高齢者の方

や障がい者のある方などへの支援をはじめ、地域福祉活動事業に活用させていただきます。賛助会

員制度の趣旨をご理解いただき、多くの方のご協力をよろしくお願いいたします。

　　賛助会員になられた方には、本会が発行する広報紙及びパンプレット等の配布や本会が実施す

る大会や講習会等への参加案内等をご案内いたします。

[ 生活支援員 ] を募集しております。

活動内容 利用者を訪問支援していただきます。主に、金融機関での払い戻しや福祉サービスの利用料などの
お支払いのお手伝いとなります。 活動頻度は担当していただく利用者の人数によって変わります。

令和８年度 賛助会員としてご賛同いただきありがとうございました。

賛助会員

申込場所 市社会福祉協議会　ＴＥＬ２２－５７９７ 申込締切 令和８年８月３１日（月）

特定非営利活動法人すぎのこはうす　様　　　門脇茂税理士事務所　様

特定非営利活動法人くれよんはうす　様　　　ナイン鍼灸治療院　様

有限会社みどり印刷　様                              後藤勝彦　様（近藤防災㈱）

高齢者や障がい者支援などに関心がある方。おおむね70歳までの方。自動車運転免許をお持ちの方。

１,500円 / 回 ※1時間程度で交通費含む。翌月にまとめてお支払いします。例.ひと月～1万円程度。

福祉サービス総合補償へ加入（自己負担なし）
社協事務局　☎22‐5797

報　　酬
応募資格

保 険 等
申 込 先

　新庄市では９月～１０月に各地区で開催される満７０歳以上の方をお祝いする行事に対し、その

運営に係る費用の一部を助成します。

　詳しくは、市社会福祉協議会へお問い合わせください。


